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第7表・栽植密度試験成績　　　　（昭32．飯田川，農林41号）
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各種薬剤の散布が水稲の生育収量に及ぼす影響

平野　哲也・鎗水

（東北農試）

1．序　　　　　言

近年除草剤としての2．4－Dを倒伏防止剤として使用

することが効果的であることが認められているが，この

試験では各種のホルモン剤を単用あるいは混合して稲体

散布し，それによる水稲反応を主として倒伏防止の面か

ら検討した．

2．試験方法と結果

1．試験方法

（1）供試薬剤

ナフタレン（酪酸10‾4mol）・ギべレリソ（25ppm）・

2・4・5Tァミド（0．0007％）・2．3．5T（10‾4mol）・2．4－D

（6g／α）・2・4ETN（0．4g／α）・MCPB（12g／α）
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・BPA（50cc／α）・2．3．5T＋ナフタレン酪酸・2．3．

T＋MCPB・2．3．5T＋2．4，D・2．4－D＋ナフタレン楷

酸及び2．4－D＋ギべレリン．

（2）供試品種

農林41号

（3）処理時

出穂前35日

2．試験結果

各種の薬剤を稲体散布した場合，水稲の主な反応とし

て程長及び梓重の増減と株の開く反応等があげられ，こ

れらはいずれも直接的あるいは間接的に倒伏を交配する

重要な形質と考えられるが，それらの調査結果は次のと

おりである．

水稲の倒伏性を支配する要因は非常に多く，また外部
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第　2　表．　澱　　粉　　含　　有　　率

NAA■GI B

l

澱粉合有率（％）

245i2・3・5T；2・4一弾筍MSP】BPA
－；17．Oi23．2こ19．2

形態的にみても倒伏と関連する形質も多くあげられる

が，その中特に重要な形質としては梓長とその梓の充実

度であると考え，調査したところ第1表のような結果を

えた．2．4－D単用区或いはその混用区，ギべレリンと

の混用区は単位長さ当りの梓垂が増加し，ギべレリン単

用区2．3．5T区は程の充実が劣り，これらの差異を節間

別にみれば上位節より下位節の方が脱着である．このよ

うに単位長さ当りの梓重に差異があることは，程の有機

第　3　表．　収　穫　期
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構成の上にも現われている（第2表）．すなわち単位長

さ当りの程重の大きい2．4－D及びその混用区は澱粉含

有率が高く，逆にこの値の小さいものは含有率も低い．

このことは梓の充実度と炭水化物の穂への転流とが密疲

な関係にあるものと考えられる．

梓重の大小・枠中の澱粉含有率と圃場での倒伏程度と

は密接な関係があり，第3表にみられるように単位長さ

当りの程重の大きなもの・澱粉含有率の高いものは逆の

の　　倒　伏　程　度
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第　4　表．　株開き程度と1穂当　り　の占有面頼

第5表．　薬身長×葉位高の総和と単位長当りの下位節間重

2．4：MCP
ETN．B BPA慰闇

第　6　表．　収　　量　　調　　査

α当り玄米垂
・軸・

NA空巧2中2・手5
l　　　　【

1

50・lL42・9
1

成

慰閤‡富？画布

据
…

日
当
．

3
．
＋
P

2
．
T
j
C

い
Ⅳ

3
．
＋
A

も気息㍍巳無散布
AA　云I B！

42．9】40．5

場合にくらべて概して倒伏・なびき方が少ない．

2．4－Dなどの散布による鋭著な反応の一つとして株

開きがあげられる，この株開き程度は地上15C折の一株の

切口を隋円とみなし長径及び短径を測定し，その審をも

って表わした．処理による株開き程度は第4表に示すよ

うに，2．4．5T区・2．4－D＋ギべレリン区及び2・4－D区

等は著しく大きい．この反応が倒伏防止に直接関与して

いるかどうかは今攻の検討にまたねばならないが，株開
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きに伴う通風・採光及び同化作用の増加等が考えられ，

ある程度は倒伏防止に助長的役割りを果しているものの

ように推察される．

「菓身長×葉位高の総和」と「単位長当りの下位節間重」

を第5表に示したが，「菓身長×菓位高の総和」の大きな

区は特に豊熟の比較的進んでいない段階では，地上部の

重心の位置が高く安定性を欠くものと思われる・また「単

位長当りの下位節間垂」（A）は梓基の裁きと若干関係が

あるように推定されるが，この値が小さくてしかも「葉

身長×菓位高の総和」（B）の大きいもの，すなわち芸の大

きい区（ジベレリン・2．3．5T及び無数散布区など）は

この値の小さい区よりも倒伏易と推察され，事実収軽期

にはこれらの区ではある程度の倒伏がみられている．

収量は第6表にみられるように2．3．5T・2・4・5T及び

ナフクレソ酪酸を処理してもやや減収したが，2・4－D・

ギベレリン及びBPMを処理した区は明らかに減収し

た．収量と程重・澱粉残存率との関係は明らかでない・

3．結　　　　　語

倒伏防止を目的としたいろいろな薬剤を供試してみた

が，2．4－Dと比較的類似する反応を示すものとしてB

PMがあげられるが，2．4－D同様にある程度の減収は

まぬがれない．従ってこれらの薬剤による減収率と倒伏

による減収率とはいずれが高いかによって処理の可否が

決定されるべきであり，この場合には倒伏の早期予知が

必要となってこよう．

黒ポク水田土壌における燐酸用量に関する研究

樋　口　福　男・東　海　林　覚

（山形県農武尾花沢試験地）

山形県では尾花沢周辺から最上郡に亘って台地の水凹

はほとんど窯ポク土壌である．他にも鳥海・月山山麓が

標高の高い処に広く黒ポク土壌が分布しており・その面

掛は1万血と推定される．

近年これらの地域で開田事業が急増し，著しい増反を

示しつつある．一般にこれらの地域は冷水澤漑をしてい

るが強酸性であり，燐酸吸収係数が高く，今までの稲作

技術では低位生産が余儀ない地帯と見倣されていた．
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最近これらの黒ボク土壌では，燐酸増施の効果が蚊著

なことが東北農試の木谷技官等に依って明らかにされて

いる．尾花沢試験地でも昭和29年から苗代燐酸増施に始

まり，昭和32年からは本田燐酸増施に依る試験を圃場効

果の面で検討してきているが，安定多収上極めて顕著な

効果が認められたので，日下現地効果確認試験と併行し

更にこれらの施肥方法について検討実施中である．

今回は主として前者の内の燐酸増施についての試験成

置換性　置換性　CaO　　全N　全C　吸収係数
＋

CaO椚g MgO鷹g MgO戒β　％　　％　　N P205

6．40　　0．69　　7．04　　0．50511．14　62．61751

7．99　1．99　　9．98　　0．301　6．2165．31674

1．12　　0．09　　1．21　0．043　0．47　35．31223

内　　　　容

傭

10（7当り毎．

考

2．25毎幼穂形成期追肥．

窒素は石室・硫安，燐酸は過石・熔隣，加里は塩加とした．但し石窒と熔燐は全層施肥，硫安
塩加は植代掻き施肥として極力上層に施した．品種はササシグレを供試した．

過石及び


